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本
論
は
昭
和
初
期
に
出
版
界
で
大
き
な
潮
流
と
な
っ
た
、
円
本
と
限
定
本
を
取
り
上
げ
、
そ
の
背
景
に
あ
る
出
版
理
念
お
よ
び
美
意
識
に
つ
い
て
論
じ
る
。

1

昭
和
初
期
に
は
、
広
く
読
者
を
開
拓
し
大
部
数
を
発
行
す
る
円
本
と
、
趣
味
を
共
有
す
る
読
者
に
限
り
届
け
る
限
定
本
と
い
う
、
求
め
る
読
者
層
の
異
な
る
出
版
物
が
現

れ
た
。
同
時
期
に
装
丁
技
術
家
と
し
て
活
躍
し
た
庄
司
浅
水
は
「
日
本
装
丁
小
史
」（『
定
本 

庄
司
浅
水
著
作
集 

書
誌
篇 

第
七
巻
』
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
、昭
和
五
七
・
二
）（
1
）

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

  　

昭
和
の
は
じ
め
、
円
本
・
文
庫
本
等
の
発
生
を
見
た
が
、
そ
の
反
動
と
思
わ
れ
る
、
時
流
に
こ
び
ず
、
お
も
ね
ず
、
入
念
な
努
力
と
良
心
的
な
準
備
、
材
料
の
精
選

等
に
よ
る
、
い
わ
ば
手
作
り
的
な
造
本
を
心
が
け
、
限
定
本
・
豪
華
本
の
刊
行
を
試
み
る
も
の
が
あ
っ
た
。

円
本
は
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
企
画
さ
れ
た
、
予
約
販
売
、
毎
月
刊
行
を
謳
う
、
一
冊
一
円
の
全
集
や
叢
書
を
総
称
す
る
も
の
で
あ
る
。
改
造
社
が
企
画
し
た
、
大

正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
一
二
月
刊
行
開
始
の
『
現
代
日
本
文
学
全
集
』（
全
六
三
巻　

別
巻
一
）
が
成
功
し
、
出
版
業
界
に
同
様
の
企
画
が
広
ま
っ
た
た
め
、
文
学
史
や
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出
版
史
で
は
「
円
本
ブ
ー
ム
」
と
呼
び
な
ら
わ
す
（
2
）。
一
冊
一
円
は
、
三
円
か
ら
五
円
だ
っ
た
当
時
の
書
籍
価
格
を
大
き
く
下
回
っ
た
た
め
、
購
買
意
欲
を
掻
き
立
て
ら

れ
た
読
者
の
予
約
が
殺
到
し
た
（
3
）。
大
正
一
二
年
の
関
東
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
倒
産
寸
前
だ
っ
た
改
造
社
が
賭
け
た
、
窮
余
の
一
策
が
功
を
奏
し
た
形
で
あ

る
（
4
）。

他
社
も
追
随
し
出
版
景
気
を
も
た
ら
し
た
円
本
だ
っ
た
が
、
昭
和
四
年
か
ら
ブ
ー
ム
は
退
潮
の
兆
し
を
見
せ
る
。『
出
版
年
鑑 

昭
和
五
年
版
』（
東
京
堂
、
昭
和
五
・
五
）

「
出
版
界
一
年
史
（
昭
和
四
年
）」「
出
版
界
概
観
」
に
よ
る
と
、
昭
和
四
年
の
「
最
も
著
し
い
現
象
は
、
こ
ゝ
二
三
年
来
出
版
界
を
風
靡
し
て
ゐ
た
円
本
予
約
物
の
全
盛
期

が
、
や
ゝ
過
ぎ
て
、
か
へ
つ
て
単
行
本
の
活
躍
が
華
々
し
か
つ
た
」
こ
と
だ
と
い
う
。「
予
約
物
の
勢
ひ
」
は
ま
だ
残
る
も
の
の
、
出
版
す
べ
き
作
品
が
「
種
切
れ
」
と
な

り
、「
一
般
読
者
か
ら
飽
か
れ
て
来
た
」
と
す
る
。
ま
た
、
一
冊
五
十
銭
の
全
集
が
登
場
す
る
一
方
で
、
二
円
本
、
三
円
五
十
銭
本
が
現
れ
、
以
前
の
値
段
に
戻
り
つ
つ
あ

る
と
い
う
の
だ
。

円
本
ブ
ー
ム
（
一
円
本
流
行
）
を
批
判
し
た
当
時
の
冊
子
、
宮
武
外
骨
『
一
円
本
流
行
の
害
毒
と
其
裏
面
談
』（
有
限
社
、
昭
和
三
・
一
一
）
に
よ
れ
ば
、
一
時
の
熱
が
冷

め
た
購
買
者
が
予
約
を
取
り
消
す
と
、
新
本
が
五
十
銭
、
時
に
は
三
十
銭
と
い
う
値
段
で
ゾ
ッ
キ
本
（
見
切
り
品
）
と
し
て
巷
に
出
回
る
よ
う
に
な
り
、
安
価
に
入
手
で
き

る
な
ら
定
価
の
新
本
は
必
要
な
い
と
、
さ
ら
に
予
約
取
り
消
し
が
相
次
い
だ
と
い
う
。
ま
た
予
約
金
は
、
震
災
被
害
を
受
け
た
出
版
社
の
発
行
資
金
と
な
っ
て
い
た
が
、
書

籍
取
次
店
が
予
約
金
の
納
入
を
拒
む
例
が
現
れ
、
円
本
発
行
を
支
え
た
予
約
出
版
制
度
が
揺
ら
い
で
い
た
（
5
）。

と
は
い
え
、
円
本
ブ
ー
ム
の
影
響
は
大
き
く
、
出
遅
れ
た
岩
波
書
店
は
、
独
自
の
廉
価
出
版
と
し
て
、
昭
和
二
年
八
月
に
岩
波
文
庫
を
発
刊
す
る
（
6
）。
三
木
清
起
草
の

文
章
に
岩
波
茂
雄
が
加
筆
署
名
し
、
文
庫
本
巻
末
や
広
告
に
付
さ
れ
た
「
読
書
子
に
寄
す
」（
昭
和
二
年
七
月
の
日
付
）
に
は
、「
近
時
大
量
生
産
予
約
出
版
の
流
行
を
見
る
。

そ
の
広
告
宣
伝
の
狂
態
は
し
ば
ら
く
お
く
も
、
後
代
に
の
こ
す
と
誇
称
す
る
全
集
が
そ
の
編
集
に
万
全
の
用
意
を
な
し
た
る
か
。
千
古
の
典
籍
の
翻
訳
企
図
に
敬

の
態
度

を
欠
か
ざ
り
し
か
。
さ
ら
に
分
売
を
許
さ
ず
読
者
を
繋
縛
し
て
数
十
冊
を
強
う
る
が
ご
と
き
、
は
た
し
て
そ
の
揚
言
す
る
学
芸
解
放
の
ゆ
え
ん
な
り
や
。」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
改
造
社
が
『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
を
「
善
い
本
を
安
く
読
ま
せ
る
！
こ
の
標
語
の
下
に
我
社
は
出
版
界
の
大
革
命
を
断
行
し
、
特
権
階
級
の
芸
術
を
全
民
衆
の
前
に

解
放
し
た
。」
と
宣
伝
し
た
文
言
を
取
り
上
げ
、読
者
の
自
由
を
奪
う
「
大
量
生
産
予
約
出
版
」（
円
本
）
で
真
の
「
学
芸
解
放
」
が
成
る
の
か
と
問
う
た
の
で
あ
る
（
7
）。
そ

れ
よ
り
も
、
万
全
の
編
集
で
「
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
須
要
な
る
生
活
向
上
の
資
料
」
を
提
供
し
、「
進
取
的
な
民
衆
」
の
自
由
な
選
択
に
任
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
だ
。

た
だ
し
、「
読
書
子
に
寄
す
」
は
、
競
争
者
を
意
識
し
た
宣
伝
で
あ
り
、
改
造
社
に
対
す
る
公
平
な
批
判
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
改
造
社
に
と
っ
て
大
量
生
産
は
、

芸
術
を
「
民
衆
化
」
す
る
た
め
の
方
法
だ
っ
た
。『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
広
告
で
菊
池
寛
「
先
駆
者
の
熱
と
力
」（「『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
厳
正
批
判
」『
東
京
朝
日
新

聞
』
昭
和
二
年
五
月
八
日
）
が
「
改
造
社
の
現
代
日
本
文
学
全
集
は
、
ま
こ
と
に
出
版
界
の
大
革
命
で
あ
る
。
そ
の
革
命
の
た
め
に
、
市
価
十
円
の
単
行
本
が
わ
づ
か
一
円

で
社
会
大
衆
の
手
に
は
入
る
こ
と
に
な
つ
た
。
今
ま
で
二
三
万
に
す
ぎ
な
か
つ
た
文
芸
書
の
読
者
が
十
倍
二
十
倍
に
激
増
し
た
こ
と
は
、
改
造
社
の
文
芸
に
対
す
る
一
大
奉
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仕
で
あ
る
。」
と
い
う
の
も
、
的
外
れ
な
賛
辞
で
は
な
い
。
書
籍
を
多
く
の
読
者
に
届
け
る
「
民
衆
化
」
の
事
業
に
は
大
量
生
産
が
必
須
で
あ
り
、
円
本
出
版
は
、
近
代
的

な
生
産
体
制
を
背
景
と
し
た
出
版
事
業
の
魁
で
あ
る
（
8
）。
円
本
は
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
総
称
さ
れ
る
同
時
期
の
民
衆
思
想
や
、
第
一
次
大
戦
に
よ
る
景
気
が
も
た

ら
し
た
工
業
化
の
進
展
を
ふ
ま
え
、
旧
来
の
出
版
業
界
の
常
識
を
転
換
す
る
「
大
革
命
」
の
試
み
だ
っ
た
（
9
）。

岩
波
書
店
は
、
大
量
生
産
に
よ
る
質
の
低
下
を
批
判
す
る
が
、
む
し
ろ
改
造
社
は
内
容
の
充
実
を
宣
伝
に
謳
っ
て
い
た
。『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
広
告
（『
朝
日
新
聞
』

大
正
一
五
年
一
一
月
七
日
朝
刊
）
は
、
従
来
の
出
版
で
は
適
わ
な
か
っ
た
、
明
治
大
正
期
の
「
文
学
を
大
観
」
で
き
る
よ
う
に
収
録
作
家
を
網
羅
す
る
全
巻
構
成
を
「
編
纂

の
苦
心
と
其
努
力
」
と
し
、
作
者
の
肖
像
や
筆
蹟
の
写
真
版
を
掲
載
し
「
作
家
に
親
炙
」
で
き
る
口
絵
を
「
本
全
集
の
周
到
な
用
意
」
と
呼
び
、「
全
民
衆
に
分
る
」
よ
う

に
総
振
り
仮
名
を
施
し
た
版
面
を
意
図
的
な
工
夫
と
し
て
宣
伝
す
る
。
改
造
社
も
ま
た
独
自
の
理
念
に
よ
り
、
民
衆
の
た
め
の
編
集
に
注
力
す
る
と
主
張
し
、
全
集
の
内
容

に
反
映
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
改
造
社
と
岩
波
書
店
は
出
版
理
念
を
競
っ
て
い
た
が
、「
日
本
装
丁
小
史
」
の
観
点
に
よ
れ
ば
、「
手
作
り
的
な
造
本
」
と
対
蹠
的
な
「
大
量
生
産
」
の
出
版

物
の
発
行
元
と
し
て
括
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
「
時
流
」
に
乗
っ
た
出
版
物
と
対
立
す
る
限
定
本
や
豪
華
本
は
、
ど
の
よ
う
な
理
念
に
基
づ
く
の
だ
ろ
う
か
。

2

円
本
が
質
を
落
と
し
た
と
批
判
さ
れ
る
要
素
は
、
内
容
だ
け
で
は
な
い
。『
一
円
本
流
行
の
害
毒
と
其
裏
面
談
』
は
、
製
本
の
仕
上
が
り
が
、
大
量
生
産
の
過
程
で
低
下

し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

  

従
来
の
単
行
本
は
概
ね
一
千
部
乃
至
三
千
部
を
限
度
と
し
て
初
版
を
製
本
し
た
の
で
あ
る
が
、
流
行
の
円
本
は
十
万
二
十
万
、
多
き
は
四
十
万
部
の
製
本
と
な
っ
た
、

そ
こ
で
従
来
一
冊
の
製
本
料
が
二
十
銭
乃
至
三
十
銭
位
で
あ
っ
た
も
の
が
、
大
量
生
産
の
「
数
で
コ
ナ
ス
」
と
い
う
通
則
で
、
一
冊
八
銭
若
し
く
は
十
二
三
銭
で
請
負

う
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
、
そ
れ
が
た
め
従
来
一
時
間
に
五
十
部
仕
上
げ
て
居
た
も
の
が
、
百
部
も
二
百
部
も
仕
上
げ
ね
ば
勘
定
に
合
わ
ぬ
事
に
な
っ
た
の
で
、
巧
遅

よ
り
も
拙
速
と
い
う
事
に
変
じ
た
の
で
あ
る

田
中
房
次
郎
「
製
本
の
は
な
し
」（『
読
売
新
聞
』
昭
和
二
年
八
月
一
二
日
朝
刊
）
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
製
本
工
程
は
、
大
規
模
な
製
本
会
社
を
除
き
、「
仲
身
専
門
の
綴

ぢ
屋
と
、
こ
れ
に
表
紙
を
つ
け
る
製
本
屋
と
、
こ
の
二
つ
別
々
な
専
門
職
人
の
手
を
経
る
の
が
普
通
」
だ
っ
た
と
い
う
。
何
十
万
部
も
の
製
本
を
一
手
に
こ
な
す
設
備
を
そ
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ろ
え
た
製
本
業
者
は
無
く
、
円
本
制
作
の
際
に
は
、
複
数
の
業
者
に
割
り
当
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
10
）。
宮
武
外
骨
は
、
大
量
部
数
の
制
作
を
支
え
る
条
件
が
整
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
製
本
に
疎
漏
が
生
じ
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
11
）。

「
日
本
装
丁
小
史
」
は
、
こ
の
よ
う
な
大
量
生
産
に
対
す
る
反
動
で
、
装
丁
に
凝
っ
た
限
定
本
や
豪
華
本
が
登
場
し
た
と
い
う
の
だ
。『
出
版
年
鑑　

昭
和
八
年
版
』（
東

京
堂
、
昭
和
八
・
五
）「
出
版
界
一
年
史
（
昭
和
七
年
）」「
装
幀
界
」
で
は
、
同
様
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

  　

円
本
の
乱
発
に
因
る
普
及
版
は
拡
大
し
た
が
、
そ
の
半
面
に
は
書
物
そ
の
も
の
に
対
す
る
敬

の
念
を
失
は
し
め
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
此
の
反
動
的
要
求
と
し

て
一
部
の
読
者
か
ら
特
殊
な
装
幀
が
歓
迎
せ
ら
る
ゝ
傾
向
を
生
む
に
至
つ
た
こ
と
も
当
然
で
、
出
版
社
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
希
望
に
応
ず
べ
く
装
幀
に
力
を
注
ぎ
、

又
は
限
定
出
版
の
刊
行
を
見
る
に
至
つ
た
も
の
と
見
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
右
の
事
情
許
り
は
云
え
な
い
。

「
右
の
事
情
許
り
は
云
え
な
い
」
と
い
う
の
は
、「
限
定
本
乃
至
豪
華
本
の
刊
行
は
旧
く
か
ら
あ
つ
た
」
が
、
近
年
目
立
つ
の
は
、「
大
震
災
に
氓
は
れ
た
典
籍
の
復
興
と

共
に
一
部
の
愛
書
家
の
間
に
要
求
」
さ
れ
、
こ
れ
に
応
じ
た
出
版
物
が
発
行
さ
れ
る
共
に
、
新
た
に
愛
書
家
が
増
え
た
か
ら
だ
と
い
う
の
だ
。

実
際
、
先
に
あ
げ
た
『
出
版
年
鑑 

昭
和
五
年
版
』（
前
出
）「
出
版
界
一
年
史
（
昭
和
四
年
）」「
出
版
概
観
」
で
は
、「
尚
記
憶
す
べ
き
は
書
物
そ
の
も
の
に
関
す
る
研
究
、

即
ち
装
釘
や
書
誌
学
的
な
研
究
書
の
出
版
並
び
に
実
際
運
動
が
昭
和
四
年
度
に
至
つ
て
漸
く
起
り
つ
ゝ
あ
つ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
、
庄
司
浅
水
『
書
籍
装
釘
の
歴
史
と

実
際
』（
ぐ
ろ
り
あ
そ
さ
え
て
、
昭
和
四
・
七
）、
斎
藤
昌
三
『
蔵
書
票
の
話
』（
文
芸
市
場
社
、
昭
和
四
・
八
）
な
ど
が
出
版
さ
れ
、
ま
た
、
四
月
の
装
釘
同
好
会
の
創
立
、
五

月
の
商
工
省
工
芸
展
覧
会
、
お
よ
び
国
際
美
術
協
会
第
一
回
内
国
展
覧
会
に
、
庄
司
浅
水
が
会
場
唯
一
の
装
丁
作
品
（
本
）
を
出
展
し
た
こ
と
、
一
〇
月
斎
藤
昌
三
が
現
代

装
釘
美
術
展
覧
会
を
開
催
し
た
こ
と
、
新
聞
雑
誌
紙
上
に
新
村
出
等
の
書
物
装
丁
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
、
東
亜
考
古
学
会
編
『
貔
子
窩
』（
東
亜
考
古
学
会
、

昭
和
四
・
三
）、
寿
岳
文
章
編
『
ヰ
ル
ヤ
ム
・
ブ
レ
イ
ク
書
誌
』（
ぐ
ろ
り
あ
・
そ
さ
え
て
、
昭
和
四
・
四
）
な
ど
美
書
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
例
に
あ
げ
て
い
た
（
12
）。
単
に

円
本
に
対
す
る
反
動
ば
か
り
で
な
く
、
昭
和
四
年
に
現
れ
た
、
装
丁
を
美
術
品
と
見
な
す
ほ
ど
の
強
い
興
味
が
、
限
定
本
お
よ
び
豪
華
本
出
版
の
要
望
に
つ
な
が
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
。

実
は
円
本
も
ま
た
、
装
丁
を
売
り
物
に
し
て
い
た
。『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
広
告
は
、「
装
幀
と
製
本
・
紙
質
等
に
つ
き
」
と
見
出
し
を
付
け
た
う
え
で
、
紙
質
は
王
子

製
紙
会
社
上
等
印
刷
紙
、
装
丁
は
杉
涌
井
水
の
作
、
製
本
は
本
綴
で
あ
る
こ
と
を
延
べ
、「
本
日
各
書
店
に
装
幀
及
紙
質
の
実
際
見
本
を
配
布
し
ま
し
た
至
急
御
覧
下
さ
い
」

と
末
尾
に
、
見
出
し
と
同
等
の
活
字
で
注
記
し
て
い
る
（『
読
売
新
聞
』
大
正
一
五
年
一
一
月
一
一
日
朝
刊
）。
装
丁
に
関
す
る
要
望
自
体
は
、
す
で
に
大
正
末
期
か
ら
広
く

存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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例
え
ば
大
正
一
五
年
頃
の
新
聞
記
事
に
は
、装
丁
の
画
期
的
な
変
化
を
報
じ
る
内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
岡
田
三
郎
助
「
装
幀
の
創
造
時
代 

―
漸
く
模
倣
を
脱
し
て

き
た
―
」（『
読
売
新
聞
』
大
正
一
五
年
五
月
三
日
朝
刊
）
は
、
日
本
の
装
丁
界
が
西
洋
の
模
倣
を
脱
し
、
古
風
な
日
本
の
装
丁
を
試
み
る
者
が
現
れ
た
と
し
て
、
同
時
期
を

「
創
造
の
時
代
」
と
位
置
づ
け
る
。
ま
た
、
恩
地
孝
太
郎
（
孝
四
郎
）「
装
幀
に
就
て
」（『
読
売
新
聞
』
大
正
一
二
年
六
月
四
日
朝
刊
）
は
、
布
装
天
金
ば
か
り
で
な
く
、
紙

装
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
勧
め
、
上
製
本
を
重
ん
じ
る
風
潮
に
対
し
、
新
し
い
嗜
好
を
提
案
し
て
い
る
。
北
原
鉄
雄
「
装
幀
の
新
研
究 

「
図
案
」
と
「
材
料
」
と
「
色
の
配

合
」
に
ど
ん
な
に
苦
心
す
る
か
」（『
読
売
新
聞
』
大
正
一
三
年
一
一
月
二
九
日
朝
刊
）
は
、
図
案
に
加
え
、
表
紙
に
用
い
る
ク
ロ
ス
を
取
り
上
げ
、
材
料
に
ま
で
立
ち
入
っ

た
話
を
紹
介
し
て
い
る
（
13
）。

昭
和
七
年
に
限
定
本
や
豪
華
本
の
出
版
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
の
は
、こ
れ
ら
大
正
末
年
に
起
こ
っ
た
装
丁
に
関
す
る
興
味
が
、さ
ら
に
質
的
に
転
換
し
た
か
ら
だ
。『
出

版
年
鑑 

昭
和
五
年
版
』
が
、
装
丁
作
品
の
美
術
展
出
品
を
報
じ
た
よ
う
に
、
装
丁
そ
れ
自
体
を
美
術
作
品
と
見
な
す
認
識
の
変
化
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
島
崎
藤
村
『
若
菜

集
』（
春
陽
堂
、
明
治
三
〇
・
八
）
の
、
中
村
不
折
に
よ
る
図
案
、『
吾
輩
ハ
猫
デ
ア
ル
』
上
・
中
・
下
（
大
倉
書
店 

服
部
書
店
、
明
治
三
八
・
一
〇 

明
治
三
九
・
一
一 

明
治

四
〇
・
五
）
の
樋
口
五
葉
に
よ
る
図
案
な
ど
、
画
家
の
絵
や
図
案
が
表
紙
を
飾
る
装
丁
は
、
明
治
期
よ
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
い
う
美
術
作
品
と
し
て
の
装
丁
は
、

「
日
本
装
丁
小
史
」
が
述
べ
る
よ
う
に
、
表
紙
図
案
、
挿
絵
を
含
め
、
綴
じ
、
表
紙
貼
り
な
ど
、
装
丁
の
計
画
に
対
す
る
「
入
念
な
努
力
と
良
心
的
な
準
備
」、
紙
や
革
、
綴

紐
、
接
合
剤
な
ど
本
文
や
表
紙
の
「
材
料
の
精
選
」
が
行
わ
れ
、
装
丁
技
術
家
固
有
の
美
意
識
に
基
づ
き
、
総
合
的
に
書
物
の
制
作
過
程
が
統
御
さ
れ
た
も
の
だ
。
よ
っ
て
、

美
術
品
と
い
っ
て
も
、
実
用
的
な
要
素
に
対
す
る
配
慮
を
含
む
も
の
で
も
あ
る
（
14
）。

美
術
品
と
し
て
の
装
丁
に
つ
い
て
、
昭
和
四
年
刊
行
の
庄
司
浅
水
『
書
籍
装
釘
の
歴
史
と
実
際
』（
前
出
）
は
「
総
論
」
で
、「
実
用
的
装
釘
」
と
「
装
飾
的
装
釘
」
を
分

け
、「
珍
稀
本
、
写
本
の
や
う
な
特
別
な
書
籍
に
対
し
て
は
、
そ
の
性
質
に
随
つ
て
、
夫
相
当
の
入
念
な
装
飾
を
し
た
装
釘
も
必
要
で
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。」

と
述
べ
る
。
書
物
も
内
容
に
よ
っ
て
は
、
装
飾
を
必
要
と
す
る
と
い
う
の
だ
。
そ
し
て
、「
業
務
の
為
に
力
を
盡
し
研
究
錬
磨
し
た
な
ら
ば
、
必
ら
ず
や
近
き
将
来
に
於
て
、

真
の
美
術
工
芸
品
と
し
て
の
装
釘
が
顕
現
す
る
や
う
に
な
り
、
帝
国
美
術
院
第
四
部
を
に
ぎ
は
す
に
至
る
で
あ
り
ま
せ
う
」
と
、
公
的
な
場
で
装
丁
が
美
術
作
品
と
し
て
扱

わ
れ
る
将
来
を
示
し
た
。
ま
た
、
庄
司
浅
水
も
参
加
す
る
、
同
年
創
立
の
装
釘
同
好
会
は
、『
西
洋
美
術
史
概
説
』（
岩
波
書
店
、
大
正
一
一
・
四
）
な
ど
著
作
を
次
々
と
発

表
し
、
当
時
新
進
の
美
術
研
究
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
、
板
垣
鷹
穂
が
発
起
人
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
昭
和
四
年
は
、
装
丁
を
美
術
と
結
び
つ
け
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
15
）。
円
本
に
対
す
る
反
動
と
は
つ
ま
り
、
大
量
生
産
の
商
品
と
し
て

書
物
が
、
装
丁
の
美
意
識
に
対
す
る
良
心
を
欠
く
こ
と
へ
の
反
発
で
あ
り
、
当
時
装
丁
技
術
家
と
し
て
活
動
し
た
庄
司
浅
水
自
身
の
思
い
の
反
映
で
も
あ
ろ
う
（
16
）。
一
方
、

美
術
品
と
し
て
の
限
定
本
や
豪
華
本
は
、
円
本
が
謳
っ
た
民
衆
思
想
を
拒
む
旧
態
思
想
の
現
れ
と
し
て
逆
に
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
も
な
る
。
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昭
和
初
期
に
は
、
円
本
や
限
定
本
以
外
に
も
、「
商
業
美
術
」
の
領
域
で
、
装
丁
に
関
わ
る
動
向
が
あ
っ
た
。
商
業
美
術
は
、
濱
田
増
治
等
に
よ
り
大
正
一
五
年
四
月
に

結
成
さ
れ
た
、
商
業
美
術
家
協
会
が
提
言
す
る
造
語
で
あ
る
。
濱
田
増
治
『
現
代
商
業
美
術
全
集
XXⅢ 

商
業
美
術
総
論
』（
ア
ル
ス
、
昭
和
五
・
九
）
は
商
業
美
術
を
、
美
術
が

「
主
と
し
て
商
的
目
的
に
関
し
て
、
広
告
乃
至
宣
伝
媒
体
に
役
立
つ
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
」
と
定
義
す
る
。「
商
業
が
発
達
し
て
、
競
争
者
が
増
加
し
、
人（
マ
マ
）人
が
文
明
の
速

度
に
つ
れ
て
急
が
し
く
な
つ
て
来
る
と
、
容
易
な
こ
と
で
人
々
の
注
意
を
集
め
る
こ
と
の
出
来
な
い
時
、
美
術
の
持
つ
刺
戟
性
や
煽
動
性
は
非
情
に
役
立
つ
」
た
め
、「
美

術
は
今
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
力
と
な
つ
た
」
と
す
る
。
現
代
で
言
う
商
業
デ
ザ
イ
ン
の
領
域
な
の
だ
が
、
濱
田
増
治
は
、
単
に
美
術
を
商
業
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
現
代
美

術
と
し
て
積
極
的
な
意
義
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

『
商
業
美
術
総
論
』
が
引
用
す
る
「
商
業
美
術
家
協
会
設
立
趣
意
」（
大
正
一
五
・
四
）
は
、「
現
代
の
産
業
主
義
と
大
衆
主
義
的
意
識
は
明
か
に
商
業
美
術
の
要
求
を
必
然

の
勢
と
し
て
求
め
つ
ゝ
あ
る
」
と
す
る
。
商
業
美
術
の
特
徴
の
第
一
は
、
現
代
の
産
業
お
よ
び
大
衆
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
商
業
美
術
は
、
印
刷
に
、
建
築

に
、
照
明
に
造
型
に
、
あ
ら
ゆ
る
文
明
の
形
式
を
利
用
し
て
最
も
多
数
者
に
話
し
か
け
よ
う
と
す
る
芸
術
で
あ
る
」
た
め
、「
現
代
大
衆
の
友
と
し
て
存
在
」
し
、「
都
会
の

美
し
さ
」
を
彩
る
も
の
と
な
る
と
い
う
。
第
二
の
特
徴
は
、
公
共
の
場
に
設
置
さ
れ
た
り
、
大
量
に
生
産
さ
れ
て
、
大
衆
に
届
け
ら
れ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
。「
個
人

の
邸
宅
を
飾
る
室
内
装
飾
」
や
「
個
人
の
専
有
物
」
と
は
な
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
第
三
の
特
徴
は
、
大
衆
に
届
き
、
か
つ
商
品
の
魅
力
を
伝
え
購
買
意
欲
を
誘
う
た
め
に

は
、
実
際
的
な
効
果
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。「
商
業
美
術
は
其
創
作
に
当
つ
て
効
果
あ
る
奉
仕
を
要
求
す
る
。
さ
れ
ば
科
学
的
、
実
際
的
、
必
要
的
、
効
果
的
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。」
と
す
る
。

商
業
美
術
の
理
論
は
、
ま
ず
伝
統
的
な
芸
術
に
対
す
る
批
判
か
ら
構
築
さ
れ
る
。「
商
業
美
術
家
協
会
設
立
趣
意
」
で
は
、
従
来
の
「
純
正
美
術
及
び
工
芸
美
術
（
現
在

の
一
品
製
作
の
贅
沢
品
た
る
）
は
享
楽
の
芸
術
で
あ
る
」
と
し
、
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
イ
で
あ
り
、
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
り
而
し
て
贅
沢

で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
が
支
配
的
な
社
会
に
お
い
て
、
美
術
は
人
生
の
慰
楽
に
留
ま
り
、
し
か
も
多
く
の
民
衆
に
開
か
れ
て
い
な
い
。
遊
戯
や
自
己
表
現
を
目

的
と
し
た
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
元
で
生
み
出
さ
れ
る
芸
術
を
消
費
芸
術
と
位
置
づ
け
、
商
業
美
術
は
、「
人
類
に
於
け
る
生
命
維
持
の
た
め
（
目
的
あ
る
行

動

―
即
功
利
的
な
）
の
生
産
行
為
」
を
目
的
と
す
る
生
産
的
芸
術
た
ら
ん
と
す
る
。
濱
田
増
治
の
主
張
の
背
景
に
は
、
同
時
期
の
民
衆
思
想
、
社
会
主
義
、
構
成
主
義
が

あ
り
、
特
に
フ
リ
ー
チ
ェ
や
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
ー
を
引
用
し
な
が
ら
議
論
を
進
め
て
い
る
（
17
）。
ま
た
昭
和
初
期
の
商
業
美
術
は
、
同
時
期
の
新
興
芸
術
の
表
現
を
取
り
入

れ
て
い
る
が
（
18
）、
濱
田
増
治
は
「
所
謂
新
興
美
術
の
如
く
知
識
的
な
遊
び
の
自
慰
的
行
為
も
許
さ
れ
な
い
。」
と
す
る
。
そ
し
て
、「
商
業
美
術
は
、
過
去
及
び
現
在
に
於

い
て
実
際
的
効
用
を
持
つ
点
に
於
い
て
、
厳
然
た
る
一
つ
の
存
在
だ
つ
た
。」
と
す
る
。
伝
統
的
な
芸
術
と
も
、
近
年
の
新
興
芸
術
と
も
異
な
る
、「
実
際
的
な
効
用
」
に
、
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独
自
の
立
場
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

濱
田
増
治
は
「
商
用
冊
子
類
の
形
式
及
び
体
裁
上
の
考
察
」（『
現
代
商
業
美
術
全
集
XXI 

カ
タ
ロ
グ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
表
紙
図
案
集
』
ア
ル
ス
、
昭
和
四
・
一
一
）
で
、
書
籍

装
丁
を
商
業
美
術
の
文
脈
で
論
じ
て
い
る
。

　

  　

書
籍
装
幀
の
事
に
関
し
て
は
、
す
で
に
こ
れ
を
芸
術
の
一
部
門
と
認
め
、
或
ひ
は
こ
れ
を
工
芸
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
向
き
も
あ
る
。
然
し
熟
々
考
へ
て
見
る
に
、

書
物
の
発
行
は
少
く
と
も
小
量
を
単
位
と
し
な
い
。
技
術
の
進
む
に
つ
れ
産
業
及
び
文
化
の
進
展
に
つ
れ
て
は
、
大
量
へ
と
目
途
せ
ら
れ
る
。
即
ち
円
本
の
全
盛
を
考

へ
て
も
、
こ
れ
等
は
単
な
る
手
工
工
芸
品
の
み
に
甘
ん
ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
製
山
量
に
於
い
て
消
化
量
に
於
い
て
、
ま
さ
し
く
産
業
化
し
、
又
産
業
化
さ
る
べ
き

性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
此
点
で
は
比
較
的
商
業
に
近
接
す
る
。
而
も
今
日
、
其
販
売
可
能
率
を
高
め
る
需
要
素
の
中
に
装
幀
の
一
事
は
よ
く
商
業
美
術
の
理
念
を

要
求
し
、
又
具
現
し
て
ゐ
点
で
、
敢
て
こ
れ
を
商
業
美
術
中
の
一
部
門
と
見
て
も
差
閊
な
し
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

濱
田
増
治
は
、
円
本
の
大
量
生
産
を
、
広
く
大
衆
に
届
け
る
点
、
つ
ま
り
「
実
際
的
効
用
」
に
お
い
て
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
。
円
本
の
生
産
を
可
能
に
す
る
の
は
、
産

業
化
の
進
展
だ
が
、『
商
業
美
術
総
論
』
で
は
、
産
業
社
会
に
お
け
る
機
械
が
、
人
間
の
可
能
性
を
広
げ
る
力
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。「
交
通
機
関
の
発
達
が
遠
方

を
旅
す
る
こ
と
を
容
易
に
し
、
一
個
の
製
品
を
作
る
時
間
に
一
時
に
数
千
箇
を
放
出
す
る
こ
と
が
出
来
」
る
よ
う
に
、「
機
械
は
今
日
に
於
て
、
最
大
の
力
と
進
ぜ
ら
れ
て

ゐ
る
」
と
い
う
。
新
興
芸
術
は
、
こ
の
力
に
魅
せ
ら
れ
て
制
作
の
題
材
と
し
た
が
、
商
業
美
術
は
さ
ら
に
一
歩
進
む
べ
き
だ
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
機
械
が
与
え
た
観
念
、

「
合
目
的
、
順
序
、
明
瞭
、
正
確
、
組
織
、
活
動
、
大
量
生
産
」
を
、
実
用
美
術
に
応
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
大
量
生
産
は
、
旧
芸
術
の
「
個
人
制
作
」
か
つ
「
一
品

製
作
」
と
い
う
域
を
超
え
て
、「
大
衆
に
均
等
に
分
配
さ
る
べ
き
事
」
を
可
能
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な
理
路
の
延
長
か
ら
、
円
本
は
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
美
術
品
と
し
て
の
限
定
本
や
豪
華
本
は
、
民
衆
思
想
と
し
て
の
商
業
美
術
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
品
製
作
の
工
芸
品
を
旧
芸
術
と
し
て
退

け
る
濱
田
増
治
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
時
代
に
逆
行
す
る
出
版
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
同
時
期
に
は
濱
田
増
治
と
同
様
に
、
限
定
本
や
豪
華
本
を
、
旧
来
の
「
ア

リ
ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
」（
貴
族
趣
味
）
の
産
物
と
位
置
づ
け
る
言
説
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
自
身
で
装
丁
を
手
が
け
て
い
た
恩
地
孝
四
郎
は
「
装
本
私
見
」（『
み
づ

ゑ
』
昭
和
四
・
一
二
↓
『
装
本
の
使
命
』
阿
部
書
房
、
平
成
四
・
二 

再
録
）
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

  　

此
頃
豪
華
本
と
い
う
奴
が
、
ぽ
つ
ぽ
つ
見
え
る
。
こ
れ
は
本
の
階
級
制
度
で
す
。
き
れ
い
な
本
を
造
り
た
い
。
高
く
つ
く
。
や
む
え
ぬ
、
き
れ
い
な
本
の
買
え
る
人

だ
け
に
き
れ
い
な
本
を
提
供
す
る
。
蓋
し
階
級
思
想
助
長
の
一
助
と
な
る
。
西
洋
で
は
仮
装
、
並
装
、
特
製
と
三
例
、
又
は
四
例
あ
る
の
も
少
な
く
な
い
。
今
に
日
本
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も
こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
ぬ
と
も
限
ら
ぬ
。
第
一
第
二
第
三
階
級
、
誠
に
や
や
こ
し
い
。
や
は
り
社
会
像
を
反
映
す
る
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
で
豪
華
本
な
る
奴
は
、
少
数

の
特
権
階
級
に
だ
け
し
か
通
用
せ
ぬ
か
ら
、
あ
の
金
ピ
カ
、
第
十
八
世
紀
趣
味
も
い
い
だ
ろ
う
。
蓋
し
、
上
流
階
級
な
る
も
の
は
第
十
八
世
紀
心
境
な
の
だ
か
ら
。
そ

し
て
ど
だ
い
本
な
ん
て
も
の
は
書
斎
の
、
又
は
サ
ロ
ン
の
装
飾
で
あ
れ
ば
足
り
る
の
だ
か
ら
。
だ
が
実
に
本
を
愛
す
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
が

本
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
宝
石
匣
で
あ
っ
た
り
、
額
縁
で
あ
っ
た
り
し
て
は
い
け
な
い
筈
だ
。
そ
こ
で
、
本
が
本
で
あ
る
た
め
に
は
、
あ
く
ま
で
そ
れ
が
、
内
容
と

共
に
融
合
し
た
、
装
、
実
、
共
に
合
体
し
た
二
重
奏
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
頃
恩
地
孝
四
郎
は
、
春
陽
堂
が
刊
行
し
た
革
装
金
箔
押
し
装
豪
華
本
小
説
集
の
装
丁
図
案
を
担
当
し
て
い
た
。
そ
の
華
美
に
過
ぎ
た
仕
上
が
り
に
対
す
る
自
戒
を
こ

め
て
述
べ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。（
19
）。
装
丁
の
美
し
さ
そ
れ
自
体
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
内
容
と
乖
離
し
、
贅
沢
だ
け
を
追
求
し
た
豪
華
本
を
特
権
階
級
の
も
の
と

位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。
本
の
装
丁
と
値
段
が
階
級
差
別
に
つ
な
が
り
、
書
斎
の
装
飾
で
終
わ
る
と
す
れ
ば
、
書
物
本
来
の
目
的
を
見
失
う
と
い
う
の
だ
。
階
級
問
題
に
対

す
る
付
言
に
は
、
濱
田
増
治
『
商
業
美
術
総
論
』
に
通
じ
る
社
会
主
義
思
想
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
20
）。
恩
地
孝
四
郎
は
美
術
家
で
あ
る
が
、
複
製
品
と
し
て

の
装
丁
美
術
に
、
一
八
世
紀
的
な
美
術
品
と
は
異
な
る
価
値
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
21
）。

ま
た
愛
書
家
の
中
で
も
、
豪
華
本
や
限
定
本
に
対
す
る
批
判
は
自
覚
さ
れ
て
い
た
。
庄
司
浅
水
が
編
集
兼
発
行
人
を
務
め
た
『
書
物
趣
味
』
第
二
巻
第
一
号
（
ブ
ッ
ク
ド

ム
、
昭
和
八
・
一
）
は
、「
書
籍
界
へ
の
批
判
と
検
討
」
の
特
集
を
組
ん
で
い
る
。
そ
の
記
事
の
一
つ
、
赤
坂
桂
棹
「
独
断
鬼
語
」
は
ま
ず
、
円
本
の
「
過
剰
生
産
」
に
触
れ

な
が
ら
「
円
本
さ
へ
も
入
手
不
可
能
の
階
級
」
が
あ
る
こ
と
を
思
う
べ
き
だ
と
述
べ
、「
限
定
版
」
に
ま
つ
わ
る
詐
術
を
批
判
す
る
。
さ
ら
に
、
工
夫
の
な
い
装
丁
の
本
を

限
定
本
と
名
づ
け
て
売
り
さ
ば
き
、
標
榜
す
る
限
定
部
数
の
倍
以
上
を
発
行
す
る
な
ど
、
商
略
の
一
種
と
成
り
果
て
た
現
状
を
伝
え
る
。

一
方
、『
出
版
年
鑑　

昭
和
十
年
版
』（
東
京
堂
、
昭
和
一
〇
・
七
）「
出
版
界
一
年
史
（
昭
和
九
年
度
）」「
装
幀
界
」
は
、
昭
和
九
年
度
に
著
者
自
装
本
、
限
定
本
が
盛
ん

に
出
版
さ
れ
、
立
派
な
装
丁
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
装
丁
を
「
芸
術
作
品
」
と
位
置
づ
け
る
が
、
そ
こ
に
は
「
充
分
に
社
会
化
さ
れ
て
ゐ
な
い
う
ら
み
が
あ
る
」
と

い
う
。「
個
人
的
の
道
楽
乃
至
愛
書
的
遊
戯
と
で
も
云
ふ
種
類
が
多
く
、
そ
の
割
合
に
「
書
物
」
と
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
意
味
を
含
め
た
傑
れ
た
芸
術
作
品
が
殆
ど
な
い
」
と

す
る
。
こ
こ
で
い
う
芸
術
作
品
は
「
実
用
的
に
も
審
美
的
に
も
或
は
装
飾
的
に
も
全
機
能
を
充
分
に
発
達
」
さ
せ
た
も
の
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
手
に
し
た
時
の
利
便
性
や

強
固
さ
な
ど
、
書
物
本
来
の
機
能
を
果
た
し
た
う
え
で
の
、
美
術
品
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
だ
。
当
時
の
著
者
自
装
本
に
例
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
装
丁
者
の
好
み

を
反
映
し
す
ぎ
た
欠
陥
装
丁
に
警
告
を
促
す
の
で
あ
る
。
限
定
本
が
多
く
出
版
さ
れ
る
中
で
、
鑑
賞
す
る
美
術
品
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
書
物
本
来
の
機
能
美
を
見
直
す
動
き

も
現
れ
た
の
だ
。
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庄
司
浅
水
「
日
本
装
丁
小
史
」
や
、『
出
版
年
鑑　

昭
和
八
年
版
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
、
限
定
出
版
に
携
わ
っ
た
装
丁
家
の
一
人
に
、
秋
朱
之
介
が
い
る
（
22
）。
秋
朱
之

介
は
、
庄
司
浅
水
に
依
頼
を
受
け
た
文
章
「
特
殊
出
版
に
関
す
る
ノ
ー
ト
」（『
書
物
趣
味
』
ブ
ッ
ク
ド
ム
、
昭
和
七
・
九
）
で
、
自
分
の
担
当
し
た
装
丁
本
を
、
明
確
に
「
作

品
」
ま
た
「
仕
事
」
と
呼
ぶ
。「
私
の
い
ふ
仕
事
と
は
、
芸
術
家
が
芸
術
品
を
創
作
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
私
に
と
つ
て
出
版
は
芸
術
で
あ
る
。」
と
い
う
の
だ
。
そ
し

て
、「
芸
術
上
の
す
べ
て
の
作
品
は
す
べ
て
が
一
つ
の
心
に
統
一
さ
れ
て
、
そ
の
上
に
咲
い
た
花
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
思
つ
て
ゐ
る
。」
と
す
る
。
つ
ま
り
、
材
料

か
ら
デ
ザ
イ
ン
ま
で
装
丁
の
す
べ
て
が
、
装
丁
家
に
よ
り
統
御
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
作
品
、
芸
術
と
呼
ぶ
た
め
の
条
件
な
の
で
あ
る
。

秋
朱
之
介
の
発
言
は
、「
日
本
装
丁
小
史
」
や
『
出
版
年
鑑　

昭
和
十
年
版
』
が
示
す
、
主
体
的
な
専
門
的
手
工
業
者
と
し
て
の
装
丁
家
像
に
通
じ
る
。
昭
和
一
二
年
に

秋
朱
之
介
は
、
限
定
本
出
版
書
肆
伸
展
社
を
立
ち
上
げ
、
日
本
の
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
を
自
称
し
た
。
ナ
ン
サ
ッ
チ
・
プ
レ
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
プ
レ

ス
（
私
家
版
印
刷
所
）
で
、
産
業
革
命
後
の
大
量
生
産
に
抗
し
て
、
職
人
の
復
権
と
手
工
業
に
よ
る
美
の
創
造
を
目
指
し
た
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
に
よ
る
ケ
ル
ム
ス

コ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
の
流
れ
を
引
く
も
の
で
あ
る
（
23
）。
大
正
後
期
に
は
、
佐
藤
清
訳
モ
ー
リ
ス
『
芸
術
論
』（
日
新
堂
、
大
正
一
一
・
二
）
な
ど
翻
訳
の
他
、
加
田
哲
二
『
ウ

ヰ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス 

芸
術
的
社
会
思
想
家
と
し
て
の
生
涯
と
思
想
』（
岩
波
書
店
、
大
正
一
二
・
四
）
と
い
っ
た
研
究
書
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
機
械
工
業
化
社
会
に
反
し
て

手
工
業
を
尊
重
し
、
限
定
出
版
を
肯
定
す
る
当
時
の
志
向
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
影
響
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。

秋
朱
之
介
は
、「
自
分
は
金
持
ち
で
は
な
い
」
と
主
張
す
る
（
24
）。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
で
は
な
い
と
言
う
の
だ
が
、
出
版
で
民
衆
と
共
同
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
昭
和

八
年
に
始
め
た
限
定
本
出
版
倶
楽
部
の
趣
旨
文
（『
書
物
』
三
笠
書
房
、
昭
和
九
・
四
）
で
は
、「
元
来
書
物
な
ど
と
云
ふ
も
の
は
実
生
活
に
は
無
用
の
長
物
で
、
読
ま
ぬ
人

は
読
ま
ぬ
し
信
ぜ
ぬ
人
は
信
ぜ
ぬ
の
だ
か
ら
、
少
な
き
を
患
ひ
と
せ
ず
多
き
を
妨
げ
ず
と
云
つ
て
涼
し
い
顔
を
し
て
ゐ
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
す
。」
と
、
広
く
民
衆
に
書
物

を
届
け
る
意
義
を
あ
え
て
解
さ
な
い
。
一
方
、「
同
じ
く
書
物
で
も
珍
本
、
稀
覯
書
、
豪
華
版
と
な
る
と
、
こ
れ
は
多
き
を
惧
れ
少
な
け
れ
ば
少
い
ほ
ど
所
有
者
は
鼻
を
高

く
す
る
。」
と
述
べ
、
希
少
性
こ
そ
が
貴
重
書
の
価
値
だ
と
位
置
づ
け
る
。
愛
書
家
に
と
っ
て
は
、「
此
病
が
嵩
じ
る
と
、
世
界
に
二
冊
し
か
な
い
珍
本
を
二
冊
と
も
買
ひ
取

つ
て
一
冊
を
焼
き
す
て
て
し
ま
は
な
け
れ
ば
気
が
す
ま
ぬ
と
云
ふ
凄
ま
じ
い
症
状
を
呈
し
て
来
ま
す
。」
と
い
う
例
を
紹
介
し
、
ま
さ
に
商
業
美
術
が
否
定
す
る
、
個
人
の

部
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
美
術
品
と
し
て
の
価
値
を
肯
定
す
る
。
限
定
出
版
倶
楽
部
は
、
こ
の
よ
う
な
「
愛
書
狂
の
狂
熱
の
捌
け
口
」
だ
と
い
う
の
だ
。
こ
こ
で
芸
術
と
し

て
の
装
丁
は
、
希
少
価
値
に
対
す
る
欲
望
を
共
有
し
購
入
し
得
る
人
物
に
の
み
開
か
れ
た
も
の
と
な
る
。

秋
朱
之
介
は
同
じ
く
限
定
本
出
版
倶
楽
部
の
趣
旨
文
で
、「
有
名
な
ケ
ル
ム
ス
コ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
版
の
犢
皮
紙
刷
「
チ
ヨ
オ
サ
ア
」
の
価
格
」
を
紹
介
す
る
と
し
て
、「
初

刷
十
三
部
し
か
印
刷
せ
ず
、
一
百
二
十
六
弗
（
邦
貨
に
し
て
約
四
百
円
）
で
発
売
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
五
年
後
の
一
九
〇
一
年
に
は
五
百
二
十
弗
（
邦
貨
約
千
六
百
円
）
と
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な
り
、
現
在
で
は
約
八
倍
の
四
千
弗
（
邦
貨
約
一
万
三
千
円
）
も
し
て
ゐ
る
の
で
す
。」
と
限
定
本
の
値
段
高
騰
を
伝
え
る
。
近
代
の
書
肆
ら
し
く
、
芸
術
品
を
金
に
換
算

し
、
値
段
高
騰
を
価
値
の
基
準
と
し
て
示
す
の
で
あ
る
。
赤
坂
桂
棹
「
独
断
鬼
語
」
が
批
判
す
る
よ
う
な
詐
術
を
弄
し
た
り
は
し
な
い
が
、
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
で
美
術

品
と
し
て
の
出
版
物
を
志
す
限
り
は
、
金
銭
を
美
術
の
価
値
基
準
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
秋
朱
之
介
の
出
版
物
は
、
愛
書
狂
の
志
向
に
の
み
合
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
秋
朱
之
介
は
「
特
殊
出
版
に
関
す
る
ノ
ー
ト
」
で
、「
私
の
出
版
し
た
い

本
」
は
、「
内
容
の
充
実
し
た
芸
術
的
に
最
高
の
作
品
」
だ
と
し
て
、「
一
、
詩
集
、
小
説
、
二
、
有
名
な
旅
行
記
、
さ
う
し
た
出
来
る
だ
け
い
ゝ
作
品
を
い
い
器
に
盛
り
最

高
五
百
部
以
内
の
限
定
版
と
し
て
出
版
し
て
ゆ
き
た
い
。」
と
述
べ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
七
年
か
ら
一
〇
年
に
か
け
て
出
版
し
た
限
定
本
は
、
詩
師
と
仰
ぐ
、
堀
口
大
學
の

詩
集
や
訳
詩
集
を
主
と
し
て
、
ポ
オ
、
ラ
ン
ボ
オ
な
ど
象
徴
主
義
の
系
譜
や
、
ジ
ッ
ド
、
ラ
デ
ィ
ゲ
な
ど
近
代
フ
ラ
ン
ス
文
学
で
あ
る
。

そ
の
作
品
の
選
択
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
退
潮
後
、
昭
和
八
年
か
ら
出
版
界
で
「
文
芸
復
興
」
の
名
の
下
に
喧
伝
さ
れ
る
潮
流
を
、
先
取
り
し
や
が
て
合
流
す
る
も

の
で
あ
る
。
秋
朱
之
介
の
認
め
る
芸
術
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
憧
憬
す
る
大
正
期
の
芸
術
至
上
主
義
に
近
く
、
新
興
芸
術
な
ど
同
時
期
の
動
向
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
は
民
衆
化
の
動
き
と
は
逆
向
き
に
、
同
じ
美
意
識
を
共
有
す
る
小
さ
な
共
同
体
に
の
み
書
物
を
届
け
よ
う
と
し
た
の
は
必
然
だ
っ
た
。
限
定
出
版
は
、
美
し
い

と
信
じ
る
作
品
を
、
近
代
的
な
消
費
社
会
の
中
で
生
き
延
び
さ
せ
る
出
版
戦
略
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
昭
和
四
年
か
ら
現
れ
た
美
術
品
と
し
て
の
装
丁
に
対
す
る
希
求

は
、
社
会
主
義
思
想
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
と
は
相
容
れ
な
い
、
大
正
期
の
芸
術
観
が
復
活
す
る
契
機
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

註（
1
）
同
書
は
、
庄
司
浅
水
が
自
著
『
書
籍
装
釘
の
歴
史
と
実
際
』（
ぐ
ろ
り
あ
そ
さ
え
て
、
昭
和
四
・
七
）「
第
一
編　

海
外
書
籍
装
釘
史
」
を
元
に
改
稿
し
、「
日
本
装
丁
小
史
」「
装
丁
時
評
」

を
加
え
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。「
装
丁
技
術
家
」
の
肩
書
き
は
、「
装
釘
同
好
会
・
座
談
の
夕
べ
」（『
読
売
新
聞
』
昭
和
四
年
四
月
一
二
日
〜
二
三
日
朝
刊
）
に
よ
る
。

（
2
）
岡
野
他
家
夫
『
日
本
出
版
文
化
史
』（
春
歩
堂
、
昭
和
三
四
・
七
）
は
、
関
東
大
震
災
の
直
後
に
一
時
的
な
中
間
景
気
が
あ
っ
た
も
の
の
、「
大
正
の
末
期
頃
は
出
版
界
の
不
況
時
代
、
行
き

詰
ま
り
時
代
だ
っ
た
」
と
す
る
。
こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
、
叢
書
、
全
集
、
講
座
な
ど
「
予
約
物
」
の
企
画
が
立
て
ら
れ
た
と
い
う
。

（
3
）
円
本
の
呼
び
名
は
、
当
時
東
京
市
内
を
一
円
均
一
で
走
行
し
た
タ
ク
シ
ー
の
通
称
「
円
タ
ク
」
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
（
清
水
文
吉
『
本
は
流
れ
る
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、
平
成

三
・
一
二
）。
一
円
の
値
段
設
定
は
馴
染
み
や
す
く
、
か
つ
安
価
と
い
う
点
で
強
い
印
象
を
与
え
た
。『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
の
新
聞
広
告
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た
、
丸
囲
み
の
中
の

「
壹
円
」
が
ア
イ
コ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
永
嶺
重
敏
「
円
本
ブ
ー
ム
と
読
者
」（『
近
代
日
本
文
化
論
7 

大
衆
文
化
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
』
岩
波
書
店
、
平
成
一
一
・
一
一 

所
収
）
は
、

農
村
部
の
働
き
手
や
都
市
部
の
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
に
と
っ
て
一
円
は
安
価
で
な
か
っ
た
た
め
、
円
本
の
購
買
者
が
大
衆
と
呼
び
う
る
層
に
ま
で
広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。

（
4
）
改
造
社
社
主
山
本
実
彦
は
「
十
五
年
」（『
改
造
』
昭
和
九
・
四
）
で
、
円
本
出
版
の
頃
を
回
顧
し
、「
我
が
社
は
そ
の
と
き
、
経
済
状
態
は
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
全
集
の
成
敗
は
我
が

社
に
と
り
て
重
要
に
影
響
し
て
く
る
。
そ
こ
で
全
社
員
は
二
週
間
も
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
芝
愛
宕
下
一
丁
目
の
元
の
改
造
社
に
籠
城
し
た
の
で
あ
っ
た
。」
と
回
顧
す
る
。

（
5
）
清
水
文
吉
『
本
は
流
れ
る
』（
前
出
）
は
、
円
本
販
売
が
書
店
や
取
次
に
及
ぼ
し
た
悪
影
響
と
し
て
、
次
の
点
を
あ
げ
る
。「
書
店
は
読
者
争
奪
戦
の
果
て
に
、
読
者
の
予
約
申
込
金
制
度
を
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く
ず
し
た
た
め
、
同
制
度
の
厳
格
実
施
が
ル
ー
ズ
に
な
り
信
用
を
落
と
し
た
。」「
書
店
の
無
理
な
売
込
み
に
よ
り
、
代
金
未
回
収
、
貸
倒
れ
が
増
え
、
取
次
へ
の
支
払
い
が
低
減
し
た
。」

（
6
）
紅
野
健
介
『
物
語
岩
波
書
店
百
年
史
Ⅰ
』（
岩
波
書
店
、
平
成
二
五
・
九
）
は
、
岩
波
文
庫
広
告
の
「
古
今
東
西
の
典
籍
、
自
由
選
択
の
普
及
版
」
と
い
う
文
言
を
ふ
ま
え
、「
予
約
出
版
の

拘
束
を
解
き
放
つ
す
が
す
が
し
さ
が
あ
っ
た
」
と
し
、「
円
本
の
価
格
破
壊
」
に
対
し
て
「
反
攻
に
転
じ
た
」
と
す
る
。

（
7
）
引
用
し
た
『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
宣
伝
文
は
、
大
正
一
五
年
一
〇
月
一
八
日
発
行
『
東
京
朝
日
新
聞
』
朝
刊
、
大
正
一
五
年
一
〇
月
二
二
日
発
行
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
の
一
面
広
告
な
ど

に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
改
造
社
も
そ
の
後
、
昭
和
四
年
二
月
に
改
造
文
庫
を
発
刊
す
る
。

（
8
）
清
水
又
吉
『
書
物
は
流
れ
る
』（
前
出
）
は
、
円
本
ブ
ー
ム
が
出
版
界
、
流
通
機
構
に
も
た
ら
し
た
好
影
響
と
し
て
、
書
籍
の
普
及
と
読
者
人
口
の
増
加
、
印
刷
・
製
本
・
広
告
の
機
構
や

技
術
面
の
革
新
、
書
籍
販
売
網
の
拡
大
、
流
通
シ
ス
テ
ム
の
近
代
化
、
出
版
文
化
の
地
方
浸
透
を
あ
げ
て
い
る
。

（
9
）
大
正
期
の
民
衆
運
動
に
つ
い
て
は
、
今
井
清
一
『
日
本
の
歴
史
23　

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
六
・
一
〇
）、
成
田
龍
一
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
岩
波
書
店
、
平
成

一
九
・
四
）
な
ど
を
参
照
。
ま
た
、
宣
伝
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
円
本
出
版
に
つ
い
て
は
肯
定
的
な
意
見
も
多
く
見
ら
れ
る
。『
読
売
新
聞
』
が
、
昭
和
二
年
四
月
六
日
か
ら
四
月
二
九
日
ま

で
、「
読
書
界
出
版
界
」
欄
で
特
集
し
た
「
流
行
全
集
内
幕
列
伝
」（
全
八
回
番
外
二
回
）
の
第
一
回
「『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
の
山
本
君
」
で
、
山
本
実
彦
を
、「
金
な
ん
か
何
う
で
も
い

い
」
と
い
う
「
機
略
」「
度
胸
」「
義
侠
肌
」
の
三
条
件
が
揃
っ
た
「
男
の
中
の
男
」
だ
と
報
じ
て
い
る
。

（
10
）
田
中
房
次
郎
は
、郁
文
堂
書
店
社
主
で
あ
る
。
高
島
健
一
郎
「
商
品
と
し
て
の
円
本　

―
改
造
社
と
春
陽
堂
の
比
較
を
と
お
し
て
―
」（『
日
本
出
版
資
料
9
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、

平
成
一
六
・
五
）
は
、
島
源
四
郎
「
出
版
小
僧
の
思
い
出
話
（
2
）
円
本
全
集
の
こ
ろ
」（『
日
本
古
書
通
信
』
昭
和
五
九
・
八
）
の
回
想
に
基
づ
き
、
円
本
発
行
の
際
に
小
規
模
の
製
本
業
者

が
総
動
員
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、『
日
本
紙
業
綜
覧
』（
王
子
製
紙
、
昭
和
一
二
・
九
）
な
ど
に
よ
り
、
大
正
末
年
に
大
量
印
刷
を
可
能
に
す
る
生
産
環
境
が
整
っ
た
こ
と
を
示
す
。

（
11
）
昭
和
四
年
四
月
一
四
日
発
行
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
掲
載
の
「
装
釘
同
好
会
・
座
談
会
の
夕
べ
（
三
） 

製
本
は
堅
牢
が
第
一
（
下
）」
で
、
牧
製
本
所
主
、
牧
祥
之
助
が
、「
現
今
円
本
と
い
ふ

も
の
が
は
や
り
ま
し
て
、
わ
が
製
本
業
者
に
と
つ
て
ト
テ
モ
気
持
の
わ
る
い
本
が
、
ど
つ
さ
り
出
来
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。「
先
に
千
頁
で
以
て
一
円
、
か
う
い
ふ
値
段
を
出
し
て
し
ま

ふ
。
そ
れ
か
ら
今
度
は
紙
を
引
い
て
、
印
刷
を
引
い
て
、
広
告
費
を
引
い
て
、
其
あ
と
か
ら
、
何
う
だ
い
製
本
屋
、
そ
れ
で
や
ら
な
い
か
」
と
言
わ
れ
る
と
い
う
。
製
本
費
が
総
費
用
の
中

で
冷
遇
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
ま
た
『
出
版
年
鑑 

昭
和
六
年
版
』（
東
京
堂
、
昭
和
七
・
五
）「
出
版
界
一
年
史
（
昭
和
六
年
）」「（
四
）
製
本
装
幀
界
」
は
、「
大
量
生
産
に
よ
る
円
本

の
出
現
は
、
従
来
の
屋
内
工
業
と
さ
れ
て
ゐ
た
製
本
界
か
ら
、
一
躍
機
械
工
業
化
せ
し
め
た
結
果
、
小
規
模
で
満
足
さ
れ
て
ゐ
た
製
本
所
も
、
競
争
上
勢
ひ
工
場
を
拡
張
し
て
新
機
械
を
設

備
し
た
の
で
あ
つ
た
が
六
年
度
は
円
本
の
終
結
と
共
に
従
来
ほ
ど
の
大
量
生
産
的
の
出
版
も
断
行
出
来
ず
、
只
機
械
乃
至
燭
光
の
運
転
に
拠
り
僅
か
に
一
時
の
対
面
を
持
続
し
て
行
か
う

と
し
た
」
と
、
過
剰
な
設
備
投
資
の
結
果
、
経
営
破
綻
し
つ
つ
あ
る
製
本
業
界
の
現
状
を
伝
え
、
低
廉
な
賃
金
基
準
だ
け
が
残
り
、
労
働
争
議
が
起
き
て
い
る
問
題
を
示
し
て
い
る
。

（
12
）
斎
藤
昌
三
は
、
雑
誌
『
愛
書
趣
味
』（
大
正
一
四
・
一
〇
発
刊
）
な
ど
の
発
行
に
携
わ
っ
た
編
集
者
、
装
丁
家
で
あ
る
（
八
木
福
治
郎
『
書
痴
斎
藤
昌
三
と
書
物
展
望
社
』
平
凡
社
、
平
成

一
八
・
一
）。
昭
和
初
期
以
前
に
行
わ
れ
た
装
丁
展
覧
会
と
し
て
、
大
正
五
年
二
月
一
〇
日
よ
り
一
六
日
ま
で
読
売
新
聞
本
社
三
階
で
開
催
さ
れ
た
、
現
代
書
籍
雑
誌
装
釘
展
覧
会
が
あ
る

 

　
（「
現
代
装
幀
競
べ　

本
社
三
階
の
展
覧
会
開
始
」
大
正
五
年
二
月
一
一
日
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
な
ど
）。
ま
た
、
大
正
一
三
年
九
月
二
四
日
か
ら
一
〇
月
二
〇
日
ま
で
、
日
本
橋
丸
善
で

開
催
さ
れ
た
独
逸
書
展
覧
会
の
よ
う
な
例
も
あ
る
（「
莫
斯
科
か
ら
東
京
へ
来
た
丸
善
の
独
逸
書
展
覧
会　

驚
く
べ
き
戦
後
の
復
興
振
り
」
大
正
一
三
年
九
月
二
八
日
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
）。

（
13
）
洋
画
家
岡
田
三
郎
助
は
、『
草
迷
宮
』（
春
陽
堂
、
明
治
四
一
・
一
）
の
表
紙
お
よ
び
口
絵
を
担
当
す
る
な
ど
装
丁
に
関
わ
っ
た
。
版
画
家
恩
地
孝
四
郎
は
、
萩
原
朔
太
郎
『
月
に
吠
え
る
』

（
感
情
詩
社
、
大
正
六
・
二
）
な
ど
多
く
の
装
丁
を
担
当
し
て
い
る
（
恩
地
邦
郎
編
『
恩
地
孝
四
郎
装
本
の
業
』
三
省
堂
、
平
成
二
三
・
一
）。『
新
潮
』
大
正
一
三
年
一
一
月
号
に
は
、「
装
幀

に
就
て
の
私
の
意
見
」
の
題
で
作
家
や
画
家
の
所
見
を
集
め
た
特
集
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ア
ル
ス
社
長
北
原
鉄
雄
の
記
事
は
こ
れ
を
受
け
た
企
画
だ
っ
た
。

（
14
）
庄
司
浅
水
『
書
籍
装
釘
の
歴
史
と
実
際
』（
前
出
）
に
付
さ
れ
た
、
新
村
出
「
序
文
」
は
、
書
物
の
装
丁
が
、「
主
と
し
て
書
物
の
堅
牢
を
ね
ら
ひ
耐
久
を
欲
し
、
更
に
そ
れ
の
架
蔵
や
携
提

の
場
合
、
ま
た
開
閉
具
合
や
支
持
按
配
な
ど
に
お
け
る
利
便
を
顧
慮
」
す
る
「
実
質
的
要
件
」
と
、「
美
的
要
素
」
と
い
え
る
「
装
飾
的
要
件
」
か
ら
な
る
と
す
る
。
そ
し
て
、「
此
の
意
匠
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的
要
素
と
、
彼
の
実
用
的
要
素
と
が
、
経
済
的
条
件
の
下
に
、
装
釘
技
術
家
の
才
能
手
腕
に
よ
つ
て
、
様
々
に
組
合
は
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
」
と
考
え
る
と
述
べ
る
。
装
丁
技
術
家
と
い
う
主

体
が
、
作
業
を
計
画
し
統
御
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
の
だ
。
経
費
に
つ
い
て
付
言
さ
れ
る
の
は
、
た
と
え
美
術
品
で
あ
っ
て
も
、
装
丁
が
依
頼
主
の
い
る
取
引
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
15
）
装
釘
同
好
会
は
、「
装
釘
同
好
会
・
座
談
の
夕
べ
」
の
題
で
、『
読
売
新
聞
』
朝
刊
に
、
昭
和
四
年
四
月
一
二
日
か
ら
四
月
二
三
日
ま
で
一
〇
回
に
わ
た
り
、
座
談
会
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。

こ
の
座
談
会
を
取
り
上
げ
た
、
山
中
映
村
「
装
釘
と
印
刷
の
新
し
い
タ
ツ
チ
（
上
）（
下
）」（『
読
売
新
聞
』
朝
刊
昭
和
四
年
五
月
二
一
、二
二
日
）
は
、「
読
者
の
眼
に
入
る
最
初
の
も
の
で

は
ま
づ
装
釘
で
あ
る
か
ら
、
今
後
円
本
が
引
続
き
盛
ん
に
出
る
と
す
れ
ば
、
尚
更
に
こ
の
装
釘
、
そ
れ
か
ら
印
刷
、
用
紙
と
す
べ
て
に
細
密
な
芸
術
的
な
苦
心
を
払
ふ
や
う
に
な
る
の
が
当

然
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
。

（
16
）
庄
司
浅
水
『
書
籍
装
釘
の
歴
史
と
実
際
』（
前
出
）
に
付
さ
れ
た
、
宮
下
孝
雄
「
序
」
は
、「
輓
近
製
本
の
技
術
は
著
し
き
進
歩
を
認
め
、
殊
に
円
本
の
流
行
は
益
々
大
量
出
版
と
共
に
、
機

械
的
生
産
を
必
要
と
す
る
有
様
に
な
つ
た
。
蓋
し
こ
れ
は
一
般
読
書
界
の
趨
勢
上
止
む
を
得
な
い
進
歩
発
達
で
あ
つ
て
、書
籍
の
頒
布
配
給
が
大
衆
に
向
つ
て
必
要
視
せ
ら
る
ヽ
か
ら
で
あ

る
。」
と
述
べ
、
読
者
を
開
拓
す
る
大
部
発
行
の
意
義
を
認
め
た
う
え
で
、
一
方
の
「
製
本
を
趣
味
と
し
て
、
書
物
を
愛
好
す
る
人
」
に
と
っ
て
は
、「
趣
味
的
な
ロ
ー
マ
ン
ス
を
以
て
自
ら

製
本
の
知
識
へ
と
釣
り
込
ま
せ
る
必
要
」
が
あ
る
と
す
る
。
大
量
発
行
の
円
本
と
、
趣
味
的
な
製
本
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
意
義
を
持
つ
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
宮
下
孝
雄
は
、
当

時
東
京
高
等
工
芸
学
校
図
案
化
教
授
を
務
め
て
い
た
意
匠
研
究
者
で
あ
る
。

（
17
）
同
書
で
は
、
昇
曙
夢
訳
ヴ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
フ
リ
ー
チ
ェ
『
芸
術
社
会
学
』（
新
潮
社
、
昭
和
五
・
四
）、
外
村
史
郎
訳
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
ー
『
芸
術
の
社
会
学
的
基
礎
』（
叢
文
閣
、
昭
和
三
・

一
一
）
の
書
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
18
）
大
谷
省
吾
「
モ
ダ
ン
都
市
の
広
告
と
商
業
美
術
」（『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
モ
ダ
ン
都
市
文
化
10 

広
告
と
商
業
美
術
』
ゆ
ま
に
書
房
、
平
成
一
七
・
五
）
を
参
照
。

（
19
）『
泉
鏡
花
集
』（
春
陽
堂
、
昭
和
四
・
二
）
の
、「
ど
こ
も
か
し
こ
も
金
ピ
カ
」
な
装
丁
に
つ
い
て
、「
泉
鏡
花
氏
が
、
こ
れ
で
は
ま
る
で
生
き
な
が
ら
仏
壇
に
祭
ら
れ
る
や
う
な
も
の
だ
と
云

は
れ
た
」
こ
と
を
伝
え
て
い
る
（
恩
地
幸
四
郎
『
本
の
美
術
』
誠
文
堂
新
光
社
、
昭
和
二
七
・
一
一
）。

（
20
）
恩
地
幸
四
郎
は
、
こ
の
後
、
前
田
河
広
一
郎
『
セ
ム
ガ
』（
日
本
評
論
社
、
昭
和
五
・
一
）
な
ど
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
装
丁
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
て
い
る
。

（
21
）
恩
地
孝
四
郎
は
「
新
傾
向
図
案
構
成
法
」（『
ア
ト
リ
エ
大
美
術
講
座 
図
案
科
第
二
巻
基
礎
学
』
ア
ト
リ
エ
社
、
昭
和
一
一
・
八
）
で
、
新
興
美
術
の
抽
象
性
を
活
か
し
た
装
丁
図
案
の
製
作

法
を
、
誰
に
で
も
応
用
で
き
る
よ
う
に
方
法
論
化
し
て
い
る
。
商
業
美
術
に
通
じ
る
理
念
を
持
ち
、
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
の
装
丁
を
、
創
作
と
別
の
次
元
で
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。

（
22
）
秋
朱
之
介
『
書
物
游
記
』（
書
肆
ひ
や
ね
、
昭
和
六
三
・
九
）
参
照
。

（
23
）
小
野
悦
子
訳
ア
ラ
ン
・
C
・
ト
マ
ス
『
美
し
い
書
物
の
話
』（
晶
文
社
、
平
成
九
・
五
）
参
照
。

（
24
）『
書
物
展
望
』
第
一
巻
第
二
号
（
書
物
展
望
社
、
昭
和
六
・
八
）
掲
載
の
『
魔
女
』
広
告
中
の
「
魔
女
出
版
に
つ
い
て
」
で
も
、「
や
り
た
い
仕
事
を
た
く
さ
ん
も
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
い
つ

迄
つ
ゞ
け
ら
れ
る
か
、
今
日
私
は
古
い
着
物
を
入
質
し
て
東
京
へ
の
電
車
賃
を
こ
さ
え
て
ゐ
る
の
だ
。」
と
述
べ
て
い
る
。

＊
注
記
が
な
け
れ
ば
、
引
用
は
原
本
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。

＊  

本
論
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
基
盤
C
課
題
番
号
１
５
Ｋ
０
２
２
７
８
「
言
説
闘
争
と
し
て
の
日
本
近
代
詩
史
を
再
編
す
る
昭
和
期
モ
ダ
ニ
ズ
ム
出
版
物
の
研
究
」）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。


